受賞理由　　
(1)信州エコ大賞　　　　　　該当なし
(2)奨励賞　　
〔一般社団法人ソマミチ（松本市）〕

「山が基準」をキーワードに、○経済のリ・デザイン○森林のシェアリング(シェアフォレスト構想)○自然のライフスタイル　の3つをビジョンに掲げ、林業、木材業、加工・流通業、建築・設計業、まちづくり等の各プロフェショナルが集まり結成された会で、「木を使う仕組み」づくりを目指し、身近な山と森を活動の場に意欲的に取組んでいる。林業を生業として成立させるのは難しい現状にあるが、川上(山)から川下(消費者)までを包含する組織としてかけがえのない活動といえる。法人化は2017年とまだ日も浅いが、ネットワークが広がりつつある。林業への認知度を上げることがそのまま環境保全効果となり二酸化炭素削減にも繋がっている。コロナ禍もあり活動に制約をうけてしまったという残念な部分もあるが、代表の取り組みに対する熱意、活動が十分感じられるだけに、今後さらに組織全体としての活動の幅が拡がるようなメニューづくり・活動を期待したい。
〔諏訪湖浄化推進「和限」（下諏訪町）〕

地域のシンボルでもある諏訪湖の浄化の為に地域を挙げて水草を除去しているが、除去した水草の処理が課題となってきていた。そうしたことから当団体では、平成15年から除去した水草の堆肥化に取り組んでいる。諏訪湖に流れ込んだ栄養分を、堆肥にして農地や山地に返すことで、循環型の環境社会の構築を目指している。また、竹炭づくりも手掛け、堆肥に加えたり災害地での除湿消臭利用に提供したりしている。さらに、地域の養護学校等とも連携した活動の場の提供など、農業と福祉の連携を目指している。メンバーは5人と少ないが20年に及ぶ活動は評価に値する。
(3)信州エコ大賞企業賞　

〔松山株式会社（上田市）〕
今年創業120年を迎える老舗農業機械メーカーである当社は、「ひとのためは自分のため」という2代目社長の考えのもと、高効率・低燃費な作業機を開発することによって、CO2排出抑制、減肥料、減農薬といった環境保全型農業推進に努めている。また、2005年「エコアクション21」を認証取得して以降、継続更新しており、事業活動による環境負荷の軽減に取り組んでいる。さらに、1989年の現本社工場への移転に伴い、当地に生息していたオオムラサキの保護活動とともに敷地の約半分を占める社有林(８９千㎡)を整備し、地域の里山として開放しているほか、小中学生の工場見学、職場体験学習などの次世代教育への協力も続けるなど、社会活動にも積極的に取組んでいる。企業理念を大事にしながら、出来ることを堅実に実践し続けている。その謙虚な企業姿勢についても高く評価したい。
以　上

